
　
さ
の
よ
い
よ
い
ク
ラ
ブ
で
は
、

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
半
か
ら

佐
野
公
民
館
で
百
歳
体
操
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
近
所
の
通
所
介
護
事
業
所
の

方
も
一
緒
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
と
て
も
賑
や
か
な
雰
囲

気
で
す
。
健
康
講
座
を
開
催
す

る
こ
と
も
多
く
、
楽
し
ん
で
参
加

で
き
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

　
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
田
平
は
、

田
平
公
民
館
に
お
い
て
、
毎

週
午
後
１
時
半
か
ら
、
ス
ト

レ
ッ
チ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
口
腔
体
操
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
参
加
者
全
員
で
健
康
に
関

す
る
記
事
を
紹
介
し
た
り
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
健
康
維
持
に

ご
興
味
の
あ
る
方
、
い
つ
で

も
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！

ふれあいクラブが広がっています !!

　さのよいよいクラブ（花園）　

ふれあいクラブ田平（網田）

ふれあいクラブとは
　
宇
土
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
宇

土
市
か
ら
委
託
を
受
け
、
宇
土
市
民
が

自
主
的
に
、
週
１
回
集
い
の
場
を
運
営

し
、
そ
の
活
動
を
通
し
て
地
域
で
の
健

康
増
進
・
孤
立
予
防
や
見
守
り
活
動
を

推
進
す
る
「
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
」
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
20

カ
所
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
、

下
記
要
件
を
満
た
す
団
体
に
対
し
て
援

助
を
行
い
ま
す
。

　
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
宇
土
市
社
会

福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
要
件
】

・
登
録
者
が
５
名
以
上
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
65
歳
以
上
の
方
が
１
名
以
上

と
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
を
受
講

さ
れ
て
い
る
方
が
１
名
以
上
登
録
し

て
い
る
こ
と
。

・
週
１
回
健
康
増
進
・
介
護
予
防
等
に

関
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
。

・
年
２
回
の
体
力
測
定
を
平
日
の
日
中

に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

・
営
利
目
的
の
活
動
で
な
い
こ
と
。（
カ

ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
金
銭
が
発

生
す
る
団
体
で
な
い
こ
と
。）

2019年（令和元年）６月１日（1） 第 123 号うと福祉だより

う とう とう と
福祉だより

編集・発行
熊本県宇土市浦田町44番地
宇土市福祉センター内

社会福祉法人宇土市社会福祉協議会
☎0964-23-3756

E-mail/utoshakyou@kumamoto.email.ne.jp
URL/http://www.utoshakyou.jp/　　　　　

印刷　社会福祉法人 熊本県コロニー協会コロニー印刷　　　　　　
○この広報誌にかかる費用の一部は赤い羽根共同募金の配分金が使われています。
○６月，９月，12月，３月発行



会費収入2.00％

令和元年度　収入予算　99,801,000円 令和元年度　支出予算　99,801,000円

その他の支出
0.25％

寄附金収5.51％

経常経費補助金収入
42.29％受託金収入

27.11％

貸付事業収入
0.01％

事業費支出
4.36％

事業収入1.21％

介護保険事業収入
9.30％

貸付事業支出
0.05％

助成金支出0.94％
積立資産支出3.16％

サービス区分間繰入金支出
8.66％

共同募金配分金事業費
4.67％

障害福祉サービス等事業収入
3.84％

サービス区分間繰入金収入
8.68％

その他の収入0.03％

人件費支出
62.34％

事務費支出
15.57％

　経
済
的
な
問
題
や
お
仕
事
の
こ

と
、
生
活
上
の
困
り
ご
と
な
ど
に

つ
い
て
ご
相
談
を
お
受
け
し
、
地

域
で
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　こ
の
事
業
は
、
生
活
困
窮
者
自

立
相
談
支
援
事
業
と
し
て
、
宇
土

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
宇
土
市
か

ら
委
託
を
受
け
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

〜
対
象
に
な
る
方
と

　
　
　
　そ
の
支
援
の
か
た
ち
〜

　宇
土
市
在
住
の
方
で
、
現
在
い

ろ
い
ろ
な
事
情
か
ら
経
済
的
に
困

窮
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
今
の

困
窮
状
態
か
ら
早
期
に
脱
出
で
き

る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に
応

じ
た
包
括
的
で
継
続
的
な
相
談
支

援
を
行
い
ま
す
。

　
〜
自
立
相
談
支
援
の
流
れ
〜

　　相
談
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

相
談
者
と
相
談
支
援
員
が
一
緒
に

な
っ
て
自
立
の
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

①
一
人
で
悩
ま
ず
に
困
っ
て
い
る
こ

と
を
何
で
も
話
し
て
く
だ
さ
い
。

・
来
所
ま
た
は
電
話
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
（
来
所
が
難
し
い
場
合

は
、
ま
ず
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
）

・
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、

相
談
員
が
訪
問
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

②
相
談
内
容
か
ら
、
適
切
な
対
応

を
判
断
し
ま
す
。

・
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
自
立

相
談
支
援
で
対
応
す
る
か
、
他
の

適
切
な
対
応
機
関
へ
つ
な
ぐ
か
を

判
断
し
ま
す
。

・
他
の
支
援
に
つ
な
ぐ
場
合
に
も

同
行
支
援
な
ど
確
実
に
つ
な
げ
る

よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

③
必
要
な
支
援
が
計
画
的
に
提
供
で

き
る
よ
う
に
課
題
を
分
析
し
ま
す
。

・
相
談
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
世

帯
や
そ
れ
ぞ
れ
を
取
り
巻
く
状

況
、問
題
の
背
景
な
ど
に
つ
い
て
、

相
談
者
本
人
と
相
談
支
援
員
が
と

も
に
理
解
を
深
め
ま
す
。

・
相
談
者
の
抱
え
て
い
る
様
々
な

課
題
を
包
括
的
に
把
握
し
て
、
分

析
・
評
価
し
解
決
の
た
め
の
支
援

を
探
り
ま
す
。

④
相
談
者
と
一
緒
に
自
立
へ
の
計

画
を
立
て
ま
す
。

・
相
談
者
の
意
思
を
尊
重
し
な
が

ら
、
必
要
な
支
援
が
計
画
的
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
自
立
に
向
け
た
プ

ラ
ン
案
を
考
え
ま
す
。

・
プ
ラ
ン
案
の
作
成
は
、
相
談
支

援
員
だ
け
で
は
な
く
相
談
者
本
人

と
一
緒
に
作
成
し
ま
す
。

・
相
談
者
本
人
と
相
談
支
援
員
が

と
も
に
作
成
し
た
プ
ラ
ン
案
に
つ

い
て
、
適
切
か
ど
う
か
を
支
援
調

整
会
議
で
協
議
し
、
最
終
的
に
ど

の
よ
う
な
支
援
を
行
う
か
決
定
し

ま
す
。

⑤
自
立
へ
の
目
標
に
一
緒
に
取
り

組
み
ま
す
。

・
決
定
し
た
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま

す
。

・
相
談
者
の
必
要
に
応
じ
た
支
援

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の

様
々
な
関
連
機
関
が
連
携
し
て
支

援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
目
標
に

向
け
て
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
か

を
定
期
的
に
把
握
し
、
必
要
に
応

じ
て
調
整
を
行
い
ま
す
。

生活困窮者自立相談支援事業

うと自立相談センター
相談は無料です。お気軽にご相談ください。

宇土市社会福祉協議会内　宇土市浦田町44

電　　　話（0964）23-3756
ファックス（0964）22-4971
開設時間：月～金曜日 9時～17時

（祝日・年末年始休み）

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
～
う
と
自
立
相
談
セ
ン
タ
ー
～

１　基本方針
　近年，少子高齢社会の急速な進展，生活困窮世帯の増加，地域社会や家庭機能の変化が重なり，様々な課題が深刻化
する中，家族の関係性の強化，地域住民の支え合いや交流の大切さが改めて重要視されています。本会では，平成28
年度から第2期地域福祉活動計画に基づき地域福祉を推進しており，４年目を迎えます。この計画では，市民一人ひと
りが元気であり，健康で安らぎを感じながら暮らし，地域で支えあうまちづくりを目指しています。また，平成30年
３月，宇土市において，障がい児のサービス構築を含めた障がい者福祉に関する施策を総合的かつ計画的に推進するた
めの指針として，「宇土市第３期障がい者プラン・第５期障がい福祉計画・第１期障がい児福祉計画」が制定されまし
た。宇土市における「地域共生社会」の構築に向けた取り組みがさらに進められていくこととなります。この「地域共
生社会」実現に向け，地域包括ケアシステムの構築に向けた介護予防・生活支援サービスの充実，生活困窮者の社会的
孤立等の課題解決にも取り組み，地域福祉活動の充実を図ります。
　また，熊本地震から３年を経過しようとしている中，地域支え合い事業においては，被災者へのきめ細やかな支援を
継続して行っており，今年度も被災者の訪問支援，今後の住まいや生活の安定を図れるよう宇土市等関係機関と協働し
て取り組んでいきます。

２　重点目標
①第２期地域福祉活動計画(平成28～32年度)に基づいた事業の実施。
②�地域包括ケアシステムの推進に向けた生活支援体制整備事業，地域介護予防活動支援事業の充実。地域性を考慮し
た新たな地域づくりの強化。
③地域支え合いセンター機能及び被災者支援の充実。

項　　目 予算額
会 費 収 入 2,000�
寄 附 金 収 入 5,500�
経 常 経 費 補 助 金 収 入 42,203�
受 託 金 収 入 27,059�
貸 付 事 業 収 入 13�
事 業 収 入 1,210�
介 護 保 険 事 業 収 入 9,279�
障害福祉サービス等事業収入 3,837�
サービス区分間繰入金収入 8,667�
そ の 他 の 収 入 33�

合　　計 99,801 

項　　目 予算額
人 件 費 支 出 62,216�
事 業 費 支 出 4,349�
事 務 費 支 出 15,538�
貸 付 事 業 支 出 50�
共 同 募 金 配 分 金 事 業 費 4,665�
助 成 金 支 出 934�
積 立 資 産 支 出 3,152�
サービス区分間繰入金支出 8,647�
そ の 他 の 支 出 250�

合　　計 99,801 

単位：千円単位：千円

令和元年度 社会福祉法人宇土市社会福祉協議会
事業計画・収支予算

事業計画

収　入 支　出収支予算
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会費収入2.00％

令和元年度　収入予算　99,801,000円 令和元年度　支出予算　99,801,000円

その他の支出
0.25％

寄附金収5.51％

経常経費補助金収入
42.29％受託金収入

27.11％

貸付事業収入
0.01％

事業費支出
4.36％

事業収入1.21％

介護保険事業収入
9.30％

貸付事業支出
0.05％

助成金支出0.94％
積立資産支出3.16％

サービス区分間繰入金支出
8.66％

共同募金配分金事業費
4.67％

障害福祉サービス等事業収入
3.84％

サービス区分間繰入金収入
8.68％

その他の収入0.03％

人件費支出
62.34％

事務費支出
15.57％

　経
済
的
な
問
題
や
お
仕
事
の
こ

と
、
生
活
上
の
困
り
ご
と
な
ど
に

つ
い
て
ご
相
談
を
お
受
け
し
、
地

域
で
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　こ
の
事
業
は
、
生
活
困
窮
者
自

立
相
談
支
援
事
業
と
し
て
、
宇
土

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
宇
土
市
か

ら
委
託
を
受
け
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

〜
対
象
に
な
る
方
と

　
　
　
　そ
の
支
援
の
か
た
ち
〜

　宇
土
市
在
住
の
方
で
、
現
在
い

ろ
い
ろ
な
事
情
か
ら
経
済
的
に
困

窮
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
今
の

困
窮
状
態
か
ら
早
期
に
脱
出
で
き

る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に
応

じ
た
包
括
的
で
継
続
的
な
相
談
支

援
を
行
い
ま
す
。

　
〜
自
立
相
談
支
援
の
流
れ
〜

　　相
談
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

相
談
者
と
相
談
支
援
員
が
一
緒
に

な
っ
て
自
立
の
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

①
一
人
で
悩
ま
ず
に
困
っ
て
い
る
こ

と
を
何
で
も
話
し
て
く
だ
さ
い
。

・
来
所
ま
た
は
電
話
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
（
来
所
が
難
し
い
場
合

は
、
ま
ず
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
）

・
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、

相
談
員
が
訪
問
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

②
相
談
内
容
か
ら
、
適
切
な
対
応

を
判
断
し
ま
す
。

・
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
自
立

相
談
支
援
で
対
応
す
る
か
、
他
の

適
切
な
対
応
機
関
へ
つ
な
ぐ
か
を

判
断
し
ま
す
。

・
他
の
支
援
に
つ
な
ぐ
場
合
に
も

同
行
支
援
な
ど
確
実
に
つ
な
げ
る

よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

③
必
要
な
支
援
が
計
画
的
に
提
供
で

き
る
よ
う
に
課
題
を
分
析
し
ま
す
。

・
相
談
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
世

帯
や
そ
れ
ぞ
れ
を
取
り
巻
く
状

況
、問
題
の
背
景
な
ど
に
つ
い
て
、

相
談
者
本
人
と
相
談
支
援
員
が
と

も
に
理
解
を
深
め
ま
す
。

・
相
談
者
の
抱
え
て
い
る
様
々
な

課
題
を
包
括
的
に
把
握
し
て
、
分

析
・
評
価
し
解
決
の
た
め
の
支
援

を
探
り
ま
す
。

④
相
談
者
と
一
緒
に
自
立
へ
の
計

画
を
立
て
ま
す
。

・
相
談
者
の
意
思
を
尊
重
し
な
が

ら
、
必
要
な
支
援
が
計
画
的
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
自
立
に
向
け
た
プ

ラ
ン
案
を
考
え
ま
す
。

・
プ
ラ
ン
案
の
作
成
は
、
相
談
支

援
員
だ
け
で
は
な
く
相
談
者
本
人

と
一
緒
に
作
成
し
ま
す
。

・
相
談
者
本
人
と
相
談
支
援
員
が

と
も
に
作
成
し
た
プ
ラ
ン
案
に
つ

い
て
、
適
切
か
ど
う
か
を
支
援
調

整
会
議
で
協
議
し
、
最
終
的
に
ど

の
よ
う
な
支
援
を
行
う
か
決
定
し

ま
す
。

⑤
自
立
へ
の
目
標
に
一
緒
に
取
り

組
み
ま
す
。

・
決
定
し
た
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま

す
。

・
相
談
者
の
必
要
に
応
じ
た
支
援

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の

様
々
な
関
連
機
関
が
連
携
し
て
支

援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
目
標
に

向
け
て
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
か

を
定
期
的
に
把
握
し
、
必
要
に
応

じ
て
調
整
を
行
い
ま
す
。

生活困窮者自立相談支援事業

うと自立相談センター
相談は無料です。お気軽にご相談ください。

宇土市社会福祉協議会内　宇土市浦田町44

電　　　話（0964）23-3756
ファックス（0964）22-4971
開設時間：月～金曜日 9時～17時

（祝日・年末年始休み）

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
～
う
と
自
立
相
談
セ
ン
タ
ー
～
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輪投げ大会 交流会

　

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験
が
、
次
の
要
領
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

１
試
験
期
日　

2
0
1
9
年
10
月
13
日（
日
）

午
前
10
時
開
始

２
試
験
会
場
（
予
定
）　

開
新
高
等
学
校
（
熊
本
市
）

熊
本
大
学
（
熊
本
市
）

※
公
共
の
交
通
機
関
を
使
用

す
る
こ
と

３
受
験
対
象
者

保
健
、
医
療
、
福
祉
の
分
野

で
通
算
５
年
以
上
の
期
間
、

か
つ
日
数
が
9
0
0
日
実
務

経
験
を
有
す
る
方
（
詳
細
は

「
試
験
案
内
」
に
記
載
）

４
受
験
申
込
書
受
付
期
間

2
0
1
9
年
６
月
３
日（
月
）～

2
0
1
9
年
７
月
10
日（
水
）

５
受
験
申
込
方
法

受
験
申
込
書
は
、「
試
験
案

内
」
巻
末
の
専
用
封
筒
を
使

用
し
、
１
通
に
つ
き
１
名
分

を
、
必
ず
簡
易
書
留
に
よ
り

熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会

（
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
）
宛
に
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
（
７
月
10
日
の
消
印

有
効
）
な
お
、
持
参
に
よ
る

申
込
書
の
受
付
は
行
い
ま

２
０
１
９
年
度

熊
本
県
介
護
支
援
専

門
員
実
務
研
修
受
講

試
験
実
施
要
領

せ
ん
。
ま
た
、
平
成
30
年
度

試
験
を
熊
本
県
で
受
験
し
な

か
っ
た
方
は
、
実
務
経
験
証

明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

６
受
験
手
数
料
１
０
，
０
０
０
円

７
試
験
案
内
の
配
付
期
間

2
0
1
9
年
６
月
３
日（
月
）～

2
0
1
9
年
７
月
10
日（
水
）

８
試
験
案
内
の
配
付
場
所
、
配

布
方
法

※
昨
年
と
は
異
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
１
）
窓
口
で
の
配
布

熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会

（
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
）
、
熊
本
県
認
知
症
対

策
・
地
域
ケ
ア
推
進
課
（
熊

本
県
庁
新
館
４
階
）
の
２
か

所
で
配
布
し
ま
す
。
（
※

土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
き
ま

す
。
）

（
２
）
郵
送
で
の
配
布

受
験
予
定
者
か
ら
の
請
求
に

基
づ
き
、
福
祉
人
材
・
研
修

セ
ン
タ
ー
か
ら
直
接
、
郵
送

に
よ
り
配
布
し
ま
す
。

９
実
務
研
修
の
予
定

試
験
合
格
者
を
対
象
に
実
務

研
修
を
実
施
し
ま
す
。

①
実
施
時
期　

１
月
～
５
月

の
間
15
日
間

②
実
施
会
場　

熊
本
市

お
問
い
合
わ
せ
先

県
社
会
福
祉
協
議
会 

福
祉

人
材
･
研
修
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
9
6
-3
2
2
-8
0
7
7

Ｆ
Ａ
Ｘ

0
9
6
-3
2
4
-5
4
6
4

春のお楽しみ会が開催されました

☆ボランティア活動紹介☆

　３月11日（月）宇土市役所別館で，「くまカフェ春のお楽しみ会」がくまもと健康支援研究所主催，宇土市と
宇土市地域支え合いセンター共催で開催され，31名の参加がありました。
　このイベントは，各仮設団地で実施している茶話会やくまカフェに参加されている方を対象に開催され，輪
投げ大会や交流会などを楽しまれました。
　既に仮設住宅を退去された方にもご参加いただき，再開を喜び合う姿やたくさんの笑顔が見られました。

買物付き添いボランティア
　ケアプラザ宇土（熊本労災特別介護施設）で，入居者が地域と触れ合う活動の一環として実施されている
「買い物ツアー」。このツアーに参加される入居者の方々の買い物のお手伝いに，ボランティアさんが活躍
されています。活動内容は，入居者と一緒に市内商業施設を回って，車いすを押したり，商品をカゴに入れた
り，会計のお手伝いをする等です。今年度のツアー初日（4/17）は，宇土シニアパソコンクラブから３名の
方にお手伝いいただきました。
　この買い物ツアーは年６回行われており，ご協力いただけるボランティアさんを募集しています。興味が
ある方は，社協までお問い合わせください。

お問い合わせ先 　宇土市社会福祉協議会　0964-23-3756
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お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

　

悪
質
な
訪
問
販
売
、
架
空
請
求
や

多
重
債
務
に
関
す
る
悩
み
等
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
消
費
生
活

相
談
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　

こ
ち
ら
の
相
談
窓
口
で
対
応
で
き

な
い
相
談
は
、
よ
り
専
門
的
な
相
談

機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

 

（
木
、
祝
日
を
除
く
）

場
所　

市
役
所
別
館
一
階

相
談
方
法　

面
談
・
電
話
に
よ
る
相

談※
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
3
2
5
1

内
容　

老
人
会
、
町
内
会
、
婦
人
会

等
の
会
合
に
出
向
き
、
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
の
事
例
、
解
決
の
方
法
、
契
約

の
基
礎
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

講
師　

消
費
生
活
相
談
員

　
　
　

講
師
料
は
無
料
で
す
。

市
商
工
観
光
課

☎
㉒
1
1
1
1
（
内
線
6
1
3
）

日
時　

第
4
木
曜
日　

午
後
１
時
～

４
時
（
電
話
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
要
電
話
予
約

場
所　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

※
市
役
所
別
館
一
階

相
談
方
法　

来
所（
１
人
30
分
以
内
）

受
付
順
6
名
ま
で

市
商
工
観
光
課

☎
㉒
1
1
1
1
（
内
線
６
１
３
）

宇
土
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
無
料
）

消
費
生
活
相
談
員
の
派
遣

司
法
書
士
無
料
相
談

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

�

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
窓
口

寄
附
ご
報
告

宇
土
市
戦
没
者

　
合
同
慰
霊
祭
を
開
催

市
社
協
に
御
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
の
善
意
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
事
業
に
有
効
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
31
年
2
月
16
日
か
ら

平
成
31
年
4
月
30
日
受
付
分

（
敬
称
略
）

去
る
４
月
20
日
（
土
）、
宇
土

市
武
道
館
に
お
き
ま
し
て
、
宇
土

市
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭
が
宇
土
市

遺
族
会
と
宇
土
市
社
協
の
共
催
で

執
り
行
わ
れ
、
遺
族
な
ど
１
０
０

人
余
り
の
方
が
参
列
し
ま
し
た
。

元
松
茂
樹
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
が
、
慰
霊
塔
に
祭
ら
れ
て
い
る

１
，３
３
９
名
に
対
し
「
戦
争
の

悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
次
の
世

代
に
伝
え
、
世
界
の
恒
久
平
和
の

確
立
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
お

誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
熊
本

地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。」

と
慰
霊
の
言
葉
を
捧
げ
ま
し
た
。

▽
宇
土
市
境
目
町

　
　

山
田
美
代
子
（
金
一
封
）

秘密厳守 相談無
料

宇土ふれあい福祉相談所

☎ 23-3757㈹
FAX 22-4971

※家庭相談 , 婦人相談 , ふれあい福祉
相談については下記電話及び Fax でも
相談できます。

※その他の相談は原則会場までお越しく
ださい。

ふれあい福祉相談
月曜から金曜（10:00 ～ 15:00）（祝日の場合は休み）
※�日常生活の中の困りごと , 悩みごとについて助言や援
助を行います。

ふれあい福祉相談員
月曜　前川美智子
火曜　西村　敬司
水曜　西村　純子
木曜　栗原　律子
金曜　宮迫　亮平

○専門相談（祝日の場合は休み）
家 庭 相 談 　（月・火・木曜日の8:30～17:00）
　　　　　　　　舩田　元司
婦 人 相 談 　（月・水・金曜日の8:30～17:00）
　　　　　　　　黒田須美子
法 律 相 談 　（第3金曜日の13:00～16:00）
　　　　　　　　荻迫　光洋弁護士
　　　　　　　　�（受付時間は12:30～15:30まで）
　　　　　　　　受付順8名まで
成年後見相談　（第1金曜日の13:00～16:00）
　　　　　　　　熊本県司法書士会
不動産相談　（予約制）
　　　　　　　　熊本県宅地建物取引業協会宇城支部
年 金 相 談 　（予約制）
　　　　　　　（第1・第３木曜日の10:00～15:00）
　　　　　　　　熊本東年金事務所（予約先：096-367-2503）
　　　　　　　　会場：宇土市福祉センター2階会議室
行 政 相 談 　（第2・第4水曜日　10:00～15:00）
　　　　　　　　行政相談員　
　　　　　　　　会場：市役所防災棟会議室
介 護 相 談 　（予約制）介護福祉士・介護支援専門員
生活困窮者総合相談（月～金曜日の9:00～17：00）
　　　　　　　　　　相談支援員

　宇土市福祉センターでは , 市民の方々のいろんな相談を
受け付けています。お気軽にご相談ください。
　�※なお , 相談に関係する書類をご持参ください。一部宇
土市福祉センター以外の会場での相談もありますので , 下
記をご確認ください。

2019年（令和元年）６月１日（5） 第 123 号うと福祉だより



提供 相模原市社協

　
次
の
２
つ
の
問
題
の
中
か
ら
正

解
と
思
わ
れ
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ

１
つ
選
ん
で
、
回
答
を
官
製
ハ
ガ

キ
に
記
入
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

①
宇
土
市
社
協
は
、
宇
土
市
か
ら

の
委
託
を
受
け
、
う
と
自
立
相
談

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宇
土
市
在
住

の
方
で
、
現
在
い
ろ
い
ろ
な
事
情

か
ら
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方

を
対
象
に
、
今
の
困
窮
状
態
か
ら

早
期
に
脱
出
で
き
る
よ
う
、
そ
れ

ぞ
れ
の
状
態
に
応
じ
た
包
括
的
で

継
続
的
な
相
談
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
事
業
の
名
称
で
正

し
い
も
の
は
次
の
ど
れ
で
し
ょ
う

か
。

Ａ
　
生
活
困
難
者
自
立
相
談
支
援

事
業

Ｂ
　
生
活
困
惑
者
自
立
相
談
支
援

事
業

Ｃ
　
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援

事
業

②
宇
土
市
社
協
で
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
基

づ
き
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
お

り
、
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

計
画
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

元
気
で
あ
り
、
健
康
で
安
ら
ぎ
を

感
じ
な
が
ら
暮
ら
し
、
地
域
で
支

え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
宇
土
市
に
お
け
る
「
地

域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
向
け
た
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
生
活
困
窮
者

の
社
会
的
孤
立
等
の
解
決
に
も
取

組
み
、
地
域
福
祉
活
動
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
地
域
福
祉
活
動
計

画
は
現
在
何
期
目
の
計
画
で
し
ょ

う
か
。

Ａ
　
第
８
期

Ｂ
　
第
５
期

Ｃ
　
第
２
期

〔
応
募
方
法
〕

官
製
ハ
ガ
キ
に
問
題
の
答
え
、

住
所
（
宇
土
市
以
外
は
不
可
）、

氏
名
、
年
齢
、
ご
意
見
・
ご
要
望

を
記
入
の
う
え
、〒
８
６
９‐

０

４
９
２
宇
土
市
浦
田
町
44

市
社
協
「
ふ
く
し
が
わ
か
る
ク
イ

ズ
」
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
10
名
の
方
に
千
円
相
当
の
図
書

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
〆
切
は
７
月
１
日
（
当
日
消

印
有
効
）。
な
お
、
当
選
者
の
発

表
は
商
品
の
発
送
を
も
っ
て
か

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
前
回
の
正
解
は
①‐

Ｂ
、②‐

Ｂ

で
し
た
。）

パ
ー
ト
105
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